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W e b  A p p l i c a t i o n

Visual BasicからVisual Basic.NETに

なって大きく変わったもののひとつが、

Web環境におけるコントロールの扱い

だ。Visual Basic 6.0の登場以降は成熟

してきたとはいえ、サーバーからCAB

ファイル化したコントロールを自動ダ

ウンロードするなど、必ずしもインタ

ーネット向きの仕組みではなく、イン

トラネット止まりの仕組みでしかなか

った。

しかし、Visual Basic.NETになり、

WindowsアプリケーションにはWin-

dowsコントロール、Webアプリケーシ

ョンにはWebコントロールと、それぞ

れ専用のコントロールが用意されたこ

とで事情は変わってきた（図1）。

Visual Basic.NETでWebアプリケー

ションを作成すると、Webアプリケー

ション用のフォルダがIIS（Internet

Information Services）上に作成され、

そこにWebフォームページが配置され

る。Webフォームページは、GUIに相

当するaspxファイルと、ロジックを記

述した分離コードファイル（aspx.vbフ

ァイル）から構成されている（図2）。

Iaspxファイル
aspxファイルはHTMLで記述された

ファイルであり、Webページの画面デ

ザインに相当する。IDE上でaspxファ

イルを表示すると、Webページ表示の

［デザイン］モードとHTML表示の
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しまう危険性は極めて低い（図3）。

I単一コードファイル形式
IDEでWebアプリケーションを作成

した場合、必ず分離コードファイルの

形式になるが、GUI相当部分とロジッ

クのコードを同一ファイルに記述した

「単一ファイル」Webフォームページと

いう形式もある。実行時には、コード

部分以外がWebブラウザに転送され、

ロジックの実行も実際の動作はdllファ

イルが行なうという点では単一ファイ

ル形式と分離コードファイル形式は同

じように見える。しかし、単一ファイ

ル形式の場合、aspxファイルにロジッ
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図1：コントロールの沿革

図2：Webフォームのファイル構造

［HTML］モードがあり、どちらで編集

しても自動的に他の表示に反映される。

このファイルにはサーバー側で動作

するロジックのコードは含まれず、「@

Page」属性により実行されるコードが

記述されたファイルを指定する。

Iaspx.vbファイル
ロジックを記述した分離コードファ

イルは、Visual Basic.NETで作成した

場合、aspx.vbという拡張子をもってい

る。もちろん、拡張子より前がaspxフ

ァイルと同一である必要はなく、両者

はaspxファイルに記述された@Page属

性の内容によって関連付けられている。

IISのデフォルト設定では、拡張子vb

は設定されていないため、Webブラウ

ザから分離コードファイルを直接指定

してもコードの内容が表示されること

はない。さらに、実行環境下では分離

コードファイル（aspx.vbファイル）で

はなく、コンパイル後のdllファイルが

使われる。そのため、実行環境のみと

いうことであれば、分離コードファイ

ルをIIS上に配置する必要はないので削

除してしまってもWebアプリケーショ

ンは正常に動作する。

Idllファイル
分離コードファイルをコンパイルし

た結果が、Webアプリケーションフォ

ルダの下のbinフォルダ内に作成される

dllファイルだ。binフォルダはIIS上の

設置設定では「読み取り」も禁止され

ているため、設定ミスなどによりdllフ

ァイルがWebブラウザ側で取得されて

aspxファイル

httpでアクセス可能

VBファイル

binフォルダのdllファイル

ページの種類が明示的に禁止

ページを表示できません




